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はじめに
日本アルプスは，日本列島最大の山岳地域
であり，日本における山岳研究の中心地であ
る．しかし，過去の地形学的研究の関心は，
氷河地形や山体重力変形，活断層地形などの
局所的な構造に偏っており，山地スケールの
地形形成については，ややなおざりにされて
きた感がある．本講演では，熱年代学の手法
を用いて日本アルプスの隆起・削剥史を検討
した取り組みとして，南アルプス北部と北ア
ルプス黒部地域の事例を紹介する．

南アルプス（赤石山脈）北部
南アルプス北部は，糸静線断層帯の南部セ
グメントによって甲府盆地と画されている．
この明瞭な地形的コントラストから，同断層
帯の活動が南アルプスの隆起をもたらした可
能性は古くから指摘されていたが，具体的・
定量的な検証は現在に至るまで十分とは言い
難い．本研究では，既報の熱年代測定結果を
基に，thermo-kinematicモデル（Pecube 
ver. 3 （Braun et al., 2012）を使用）によ
る検討を実施した．本地域では，アパタイト
FT年代，ジルコン(U-Th)/He年代，ジルコン
FT年代が東に向かって系統的に若くなる (末
岡ほか，2011；Sueoka et al., 2012）．白
州-鳳凰山断層を矩形のflat-ramp構造で近似
し，逆断層の変位速度V，rampの傾斜θ，
デコルマ深度Zdについてパラスタを行った
(図1) ところ，これらの熱年代の分布パター
ン再現に成功した．この時の各パラメータ

は，各種の地形・地球物理学的データとも整
合的であり，後期鮮新世以降の同断層の活動
で南アルプス北部の隆起は大局的に説明可能
と考えられる．議論の詳細は, Sueoka et al. 
(submitting) を参照のこと．

北アルプス（飛騨山脈）黒部地域
北アルプス黒部地域では，黒部-高瀬破砕帯
の東側で，数Ma以下の極めて若いジルコン
FT年代やK-Ar年代が報告されている（例え
ば，Ito and Tanaka, 1999; Yamada and 
Harayama, 1999）．しかし，本地域には新
第三紀～第四紀の若い花崗岩が多数貫入して
いることから（Ito et al., 2013），これらの
若い熱年代に影響を与えている可能性があ
る．このため，筆者らは国内外との共同研究
により，新たなアプローチを試みている．ひ
とつは，(U-Th)/He法（Farley, 2002; 
Reiners, 2005), OSL熱年代 (Herman et al., 
2010; King et al., 2014），ESR熱年代
（Grün et al., 1999; Toyoda and Ikeya, 
1991）などの閉鎖温度が低く，かつ第四紀
の若い試料を測定可能な熱年代計による検討
である．これにより，最後の花崗岩貫入以降
の冷却史を復元し，貫入による再加熱の影響
の排除を試みる．もうひとつは，U-Pb法と
角閃石圧力計による削剥史の推定である．す
なわち，新第三紀～第四紀の花崗岩の形成年
代と形成深度を推定することで，熱史に依ら
ずに削剥史の復元を試みる（図2）．これら
の研究は現在進行中であり，成果は順次報告
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予定である．
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図1　 Thermo-kinematicモデルの設定．白州-鳳凰山断層を矩形のflat-rampで近似し，変位速度，傾
斜，デコルマ深度についてパラスタを実施した．
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図2　 U-Pb年代測定法と角閃石圧力計を用いた削剥史の復元．新第三紀～第四紀に貫入した複数の花
崗岩体の形成年代と形成時圧力（∝形成以降の削剥量）を推定することによって，削剥史の復元を試み
る．


